
創立1993.2.19　　2025.3.27  VOL.32  No.27     1434

★司会　小松崎 彩子 会員
点鐘　伊藤　 恒満 会長★
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伊藤恒満

幹事

石田　生
2024-2025年度 RI会長
ステファニー・アーチック

〇4月　3日　瀧口会員による卓話　
〇　　 10日　小山会員による卓話
〇　　 17日　本間会員による卓話
〇      24日　峰　 会員による卓話

委 員 会 報 告 

幹　事　報　告 今 後 の 予 定

　森山宏之 会員 

　伊藤恒満 会長   　ゲスト 及び 卓話者 紹介

34 29 24

(備考)

　伊藤恒満 会長 会　長　報　告
1. 今期４月より米山奨学生の世話クラブとなった。
  ロータリー米山記念奨学会よりクラブとカウンセラーに
  委嘱状が届いた。
  また、4月20日(日)に「新規米山奨学生・カウンセラーの
  為のオリエンテーション」が開催される。

2. 4月28日(月)新横浜グレイスホテルにて入会３年未満
  の会員対象の会員交流会が開催される。
  当クラブの対象者は峰会員、森山会員、小松崎会員。

       ビ ジ タ ー 紹  介

       ゲ  ス  ト  紹  介

〇ありません

西尾　猛 副幹事幹　事　報　告幹　事　報　告
1. 4月７日(月)に開催の川崎中央RC様創立４０周年記念
  式典に当クラブからは９名が出席予定。
  ・受    付　15時30分より　・記念式典　16時00分より　
  ・祝賀会　18時00分より
  ・会    場　横浜ベイシェラトンホテル

〇奉仕プロジェクト委員会　　　野口委員長
 26日の「みんなのごはん」というイベントを
 もって地区補助金を通して当クラブからも
 御寄付した精米の配付が終了した。
 たくさんの方々に感謝されたことを皆様に
 ご報告させていただきます。

〇米山奨学生カウンセラー　　増田(敏)会員

〇親睦活動委員会　　　松下会員
 ♡２月３月のお誕生日♡
　　  ２月６日 御幡 会員 
　　　３月１日 峰　  会員
   　　 ２日 森山 会員　　
      　６日 西尾 会員
 　 　 １１日 佐藤 会員
　 　　　３０日 中條 会員 

〇ありません

　森山宏之 会員 

クラブへの委嘱状 伊藤会長とカウンセラー三野会員　瀧口会員

２年間に渡りクラブ奨学生として、皆々様のお世話に
なりましたク マイン トゥアン君は無事に横浜商科大学
を卒業することができました。
皆様の温かなご指導ご鞭撻に対し、謹んで御礼申し
上げます。
皆様ご承知の通り、トゥアン君はベトナムから来日し、
新聞配達を行う新聞奨学金を受けながら、苦学して
大学に進学いたしました。毎年100万円を超える学費
を自分で支払いながら、優秀な成績で学校推薦によ
奨学金を勝ち取りました。米山奨学生となり大学３.４
年学年度はご縁に恵まれ、川崎マリーンロータリーク
ラブがお世話クラブとなり、小生がカウンセラーを拝
命しました。
トゥアン君は学業の傍ら、ベトナム大使館で通訳のボ
ランティアを務めるなど奉仕の心を持った学生であり、
将来は日本とベトナムの懸け橋となり得る、将来有望
な人材であると思います。
この度、国士館大学の大学院試験に臨み、無事に合
格されました。教育学の修士課程に進学する予定で
す。今春から語学学校に進学の為、来日した１８歳の
妹。ウェンさんと同居し面倒を見ながら藤が丘に転居
して新たな学びに向かいます。
大学院進学に際し、新たな奨学金制度を受けられな
いかと模索しましたが成績が出ない状態では該当す
るものが無く難しいとのことです。
川崎ロータリークラブさんでは独自奨学金制度がある
のですが昨年より継続要望の学生がおられるそうで
応募がかないませんでした。そこで２年間に限り川崎
マリーンＲＣ奨学金を立ち上げトゥアン君の継続サ
ポートができればと理事会にご相談しました。伊藤会
長年度において会員各位にご相談の上、ご協賛賜り
実施することと致しました。松下会長エレクト年度は
被選理事会にて相談予定です。



本 日 卓 話
林　伸彦 副会長ﾆｺﾆｺﾎﾞｯｸｽ

　　

◆宮本会員
   4月4日金曜日、今期第1回マージャン大会を川崎ホテルパーク 
 会議室で行います。宮本、西尾、山﨑？？の１名誰だっけ？？
 卓はもう１台ありますのであと4名募集中です。
◆増田(敏)会員
   本日、クマイントゥアン君に対する川崎マリーンRC奨学金建白
 書を三役にご提出致しました。
 本年４月より２年間の時限立法です。
 会員各位のご協力をお願い申し上げます。
◆山本会員　〈事務局にて受付〉
 大船渡の支援金、少々ですが協力をさせていただきます。
◆小山会員
 茶谷ロータリー教育研修委員長、本日のクラブフォーラム、リー
 ダーシップを期待しております。
◆鈴木会員
 本日のファイヤーサイドミーテイングに関するクラブフォーラム宜
 しくお願い致します
◆茶谷会員
 本日のクラブフォーラム宜しくお願いします。鈴木さん！！
◆安本会員
 本日のクラブフォーラムよろしくお願いします。
◆増田(洋)会員
 今期も増収増益で終わりそうです。
◆本間会員
 天気が一気に変わり真冬から夏日と落ち着きませんが皆様お身
  体にお気をつけてください。
◆三役（伊藤会長　林副会長　石田幹事）
 先日のファイヤーサイドミーティングおつかれ様でした。
 本日のクラブフォーラムよろしくおねがいします。

本日のニコニコ         13,000円
　　　　　　　

累計金額               465,000円

クラブフォーラム

〇 他の団体や世の中を見ると、行動や言動の簡略化がどんどん進んでいて
 ぎこちなく感じることがままある。焦れば焦るだけ悪くなる世の中の風潮に
 まどわされずマリー ンは独特、和気あいあいという感じを大切にしていて、
 ゆとりのある時間の使い方が出来ているように感じるのでそこを大切にして
 ほしいそうすればもっとおだやかなクラブになるのではないかと思う
 ➡他の流れに惑わされずクラブの立ち位置をしっかり考える事が大切

〇 マリーンは見方によってはいい加減、仲がいい、上下があっても言い合え
 るというイメージがある。
 外と中のイメージは都度、違うように思われるが、まずは中の体制をしっか
 り作って、それが外に出てくればよいのではと思う。
 そのためにもロータリーのルールをしっかり守った上で体制を作っていけ
 ばいいのではないか。
 ➡そのためにはロータリーを知ることが大切

〇ロータリーには全面的に信用できる人に集まってもらいたい。そのような仲
 間と集える場所であってほしいマリーンは女性も入会してもらっているし、
 若い人も増えている。チャーターメンバの人たちも優しいし、話しやすい。
 様々な年代層が話し合いをすることでいろいろなアイデアをもらうことが出
 来る。その力であらたな補助金事業などを行えばクラブのモチベーション
 も上がりイメージの向上につながるのではないか。
 ➡若い人『新会員』のいやすい居場所にしたい

〇ロータリー活動をして３０年が過ぎ、だんだんと面白くなってきたことを実感
 している。クラブは入るのは簡単だが、続けるのはとても大変、仲間がいい
 と活動を通してとてもやりがいを感じる。自分たちが思っているより、いろい
 ろな人たちからロータリーは高い評価を受けている。良い補助金事業は
 ロータリー財団をはなれてもクラブ独自の事業として継続をして続けていき
 たい。支援の人たちに喜んでもらえるとクラブのモチベーションも上がって
 いくのではないか
 ➡クラブ内外、関係者との話し合いを密にすることで社会貢献事業はより
 クラブ活動を向上させる材料になりえるのではないか

〇自分はロータリーに入会して違う世界があることを実感した。いろいろな場
 面で本当にいろいろなことを教えてもらった。マリーンはフレンドリーだし、
 同好会も多く、いろいろな人と話し合って、解けあって本当にすごいクラブ
 だと思う。これからも腹を割った話ができる環境を大切にしてもらいたい。
 他のクラブからもとても良いイメージがもたれている。

〇 クラブのイメージアップには会員一人一人の行動に直結する。
 自分自身の行動がそのクラブのイメージとなるので日々の自身の行動や
 立ち居振る舞いなどに気を付けていきたい。自分を通して社会貢献活動
 を家族も一緒に経験し、その意義や喜びに目覚めて、自分でも何かして
 みたいと思ってもらえた。
 ➡ロータリアンらしい人とはどんな人なのかを考えたり、話し合える機会が
 あるといい

〇イメージアップにはまずクラブを知ってもらうことが第一。
 名刺やチラシなどを奉仕活動時に活用して広げていくことが必要では
 まずはロータリーを認知してもらい、多くの人を巻き込んでロータリアンを
 知ってもらいたいロータリーのイメージは年寄りが多くて入りづらい敷居が
 高いなど後ろ向きのことが多い、だが、マリーンは逆だった。
 もっと若い人を引き付けるようないろいろな企画を通してアピールを行って
 いきたい。あきらめることなく、奉仕事業などを続けていけばいいのでは、
 また卓話などはもっと若い人たちに開放すべきでは
 地区補助金を使って奉仕活動を行い、他の多くの団体にロータリーを認
 知してもらうことを継続する。

～会員増強について～
〇 女性の比率を高めることでよりクラブが活性化をするのでは

〇 社会的意義のある行動を行うことで同じ方向に向いている人を取りこめる
 のではないか。ただの増強ではなく、マリーンらしい人を求めていくことが
 いいのでは

〇 他団体の活動に以前参加したが、その時、勧誘らしいものを受けなかった。
 ギラギラしていなくてとても好印象だった。マリーンの家族的な良さを大切
 にしていければ退会しないでいられるのでは

〇自分自身の活動をしっかりと多くの人に伝えることでロータリーをわかって 
 もらえればいいのでは

〇もっと気軽に誘ってみてはどうか

〇自分がほれ込む人を誘う→量よりも質

〇 クラブの先輩から新会員には積極的に声をかけてもらいたい。
 同年代よりも効果は合って退会防止につながる

〇連れてきやすい一歩が大切、増やすこと以上に減らさないこと。

ロータリー教育研修担当
茶谷 龍太 直前会長

発表者
鈴木 慎二郎 会員

３月１３日(木)に行われたファイヤーサイドミーティング。
会員同士の忌憚のない有意義な意見交換をし本日、リーダに
小山会員、書記を鈴木会員が務めた。

テーマ：『クラブのイメージつくりについて』　

　　　　　『会員増強について』

出席者：伊藤会長　林副会長　茶谷直前会長　
　　　　　小山リーダー　鈴木サブリーダー 兼 書記
　　　　　島田会員　野口会員　西尾会員　宮本会員
　　　　　増田(洋)会員　中條会員　山﨑会員　松下会員
　　　　　本間会員　峰会員　森山会員　小松崎会員

～クラブのイメージづくりについて～
〇マリーンの家族的な良さを大切にしてもらいたい

〇 明るいイメージがあるのでそれを大切にしてもらいたい

〇 マリーンは明るく、例会に来やすい雰囲気がある。
　  それが外に広がればいい会員間でも同好会など、例会以外のつながりが
  できることが良い

〇 補助金事業が新聞に載ったことは認知度を高めるのにとても効果的

〇 私生活でもポリオTシャツを着るなど、ロータリーの宣伝をしてみてもいい
 のでは



3月20日　大島桜お花見会

クラブ会報担当委員：増田 敏雄

水辺の楽校 ３月１５日(土)～自然と干潟観察会～

３月２０日(木)～春の防災フェスタミニ・自然観察会～

干潟を観察しハマダイコンの葉を

トッピングにしたラーメンが振舞

われました。

子どもたちは野原で自分たちで収

穫したハマダイコンの葉っぱラー

メンに大喜びしていました。

報告：奉仕プロジェクト委員長

　　　 野口四郎

みんなのごはん ～地区補助金プロジェクトを通して当クラブが川崎区社会副協議会に寄付した精米を配付するイベント～

①３月１２日大師駅前町内会館　②３月２１日福祉パルかわさき　③３月２６日台町町内会館

奉仕プロジェクト委員長　野口四郎

「みんなのごはん」に参加した方のアンケートみよると１番人気はやはりお米だそうです。

また、今月の配付をもって地区補助金を活用し寄贈した精米の配付は完了となりました。

地域の役員さんや民生委員さんなどから当クラブに対して過分な感謝のお言葉を頂戴しました。

来年度も規模は縮小したものであっても継続していけたらと思っております。
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